



























早い指摘に、京都南禅寺蔵『 本行集経』巻第十九の「竟慇」 中村不折旧蔵書道博物館蔵『十誦律』巻第四十六の「敬竟」 、山口常順旧蔵『蘇悉地供養法』の「殷」 、山西省高平県文博館蔵『妙法蓮華経』巻第七 敬」が有る。　
ただし、残存開寶蔵の全文が不明であったため、該当字がどの程度欠筆とさ























































































































































































































































































































































































初雕高麗版では、 『雜阿含経』巻第三十第八紙に当たる。この一紙に「敬」が二十例有る。しかし、初雕高麗版は一例も欠筆と ない。他 筆例も無い　
ただし、開寶蔵でも、この範囲では最 の「敬」を欠筆とするのみであった。
























































































































































































































































































































































この点を確かめるため、金蔵でも、 『雜阿含経』 十 〜三十における欠
































24号） 、 『大乗金剛髻珠菩薩経』 （一
切経第二十函





（一一七七）写本、 『続集古今仏道論衡』 、 『阿難陀目佉尼呵離陀經』
○高野山金剛峯寺蔵中尊 一切経内



















































































































































































































































































































































26 25 19 16 14
10敬 2竟 16竟 20弘 18弘
10敬 －－ 20弘 18弘
－－－ 20弘 18弘
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学院大学学術フロンティア実行委員会「日本古写経善本叢刊」第四輯〈二〇一〇年〉所収）は、 『集諸経礼懺儀』巻下の高麗初雕版・再雕版・金蔵本を比較し、初雕高麗版は、 「開寶蔵本における欠筆の状況をより留めいることが推察される」とする。さらに、初雕 では欠筆せず、再雕本・金蔵本で欠筆する例が存することも 同時に指摘している。（20）　
④『大方等大集経』巻第四十三は、影印が公開されていないものの、中国









文化財研究所編『大和郡山市西方寺所 一切経調査報告書』 （一九八四年） 、京都府教育委員会編『興聖寺一切経調査報告書』 （一九九八年） 、興膳宏編『中尊寺経を中心とした平安時代の装飾経に関する総合的研究』 （二〇〇五年、科学研究費補助金（基盤研究
A
2）研究成果報告書） 、落合俊典編『金剛寺

































欠筆（the lack Writing）in 開寶蔵 (the Northern Song Dynasty Edition of the Buddhist Canon),
and the Influence
Isamu Sasaki
Abstract: The purpose of this article is two of the next. １．I make the real situation of 欠
筆 in 開寶蔵 clear.　2．I investigate the influence of the 欠筆 .　The result of the investigation 
are as follows.　1.　The lack Writing kanji（漢字） of 開寶蔵 is four characters of  “敬竟弘
慇”．These four kanjis are connected with the name of grandfather and father of 趙匡胤 
which is the first emperor of north Soong.　But four kanjis are not considered to be the 欠
筆 all the time. The ratio of 欠筆 are different every book. 2 .　高麗初雕版 inherits most of 
the 欠筆 of 開寶蔵 .　However, the 欠筆 of 開寶蔵 was not handed down to 高麗再雕版 and 
金版 very much.　And the old Japanese copied books do not copy the 欠筆 of  開寶蔵 at 
all.
Key words: the Northern Song Dynasty Edition of the Buddhist Canon, the lack 
Writing, All the Budd hist sutras for Korai, All the Buddhist sutras for Jin, 
Japanese copied sutra of old time
キーワード：開寶蔵，欠筆，高麗版一切経，金版一切経，日本古写経
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